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 銅酸化物系や鉄砒素系に見られる高温超伝導の機構解明には、構造・電子状態が類似した超伝導体の探索が不可欠である。層状チタンニクタイド酸化物は anti-CuO2型のTi2O 正方格子を有し、
CuO2 正方格子を有する銅酸化物高温超伝導体との構造類似性が高い。また電子状態は、銅酸化物の Cu

2+
(d

9
)に対し、Ti

3+
(d

1
)であることから、銅酸化物高温超伝導体とは電子－ホールが対称的な系であるとみなせる。我々は、このチタンニクタイド酸化物に着目し物質探索を行った結果、新物質 BaTi2Sb2O の合成に成功したので報告する。 

BaTi2Sb2O の多結晶試料は BaO, Ti, Sb を原料とし、グローブボックス内で混合、ペレット化し、
Ta 箔に包んだものを石英封入した。これを 1000℃で 40 時間焼成した後、50℃/h で室温まで降温して得た。放射光 XRD、中性子を用いた構造解析から
BaTi2Sb2O は図 1 のような Ba

2+層と[Ti2Sb2O]
2−層が交互に積層した構造をとることが明らかとなった。

BaTi2Sb2O の磁化、抵抗、比熱測定の結果、Ta = 50 Kにおいて異常を示した。類縁化合物である
(SrF)2Ti2Sb2O (Ta = 200 K) や Na2Ti2Sb2O (Ta = 120 

K)においても同様の異常は見られ、CDW または
SDW 転移と考えられていることから、本系で見られた異常も同様の転移であると考えられる。3

He 冷凍機を用い 0.5 K まで磁化、抵抗、比熱を測定したところ、BaTi2Sb2O は Tc = 1.2 K においてバルク超伝導の転移を示すことが分かった。 銅酸化物の d
1 アナログ超伝導体は、これまで実現困難であるとされてきたが、BaTi2Sb2O は d

1正方格子を有する初の超伝導体であり、その構造的、電子的な特徴は、高温超伝導の機構解明に重要な役割を果たすことが期待される。 

 [1] T. Yajima et al., J. Phys. Soc. Jpn., 81, 103706 (2012) 

 

Fig.1 (a) Crystal structure of BaTi2Sb2O (b) 

Ti2O square net 
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